
高速液体クロマトグラフ一式 （別紙1）

点検前確認

No 確　認　項　目 確　認　内　容　・　条　件 基　　準

1 設置条件

a.電源
電源：使用する電源電圧をテスターで確認する。

電圧が使用値を満たしていること（電圧：AC100～
120 V以内）。

b.使用環境
装置性能に影響をきたさない場所であることを確認する。
温度、湿度、直射日光、設置台の振動、腐食ガス、エアコンの風など
（取扱説明書記載の設置場所要項参照）

仕様通りの使用環境であること。

c.装置接続 各装置の配管・配線が確実に行われているかを確認する。 適正に接続されていること。

ワークステーションチェック

No 確　認　項　目 確　認　内　容　・　条　件 基　　準

1 ＰＣ側の確認  （ﾊｰﾄﾞ） ・ﾊﾟｿｺﾝに付属品、装置が確実に接続されていること。 適正に据え付けられていること。

□LabSolutions *SCL、CBM、 SPD-Mｼﾘｰｽﾞ

*LCD

*ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ

*ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ、ﾏｳｽ

*ﾌﾟﾘﾝﾀ

2 ｿﾌﾄの起動確認 ・ﾌﾟﾚｲﾝｽﾄｰﾙされた各種ｿﾌﾄが正常に起動することを確認する。 正常に起動すること。

3 動作ﾁｪｯｸ ・LC装置のﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定し、装置の動作チェックを行う。 正常に作動すること。

・各WINDOWを開き、ｿﾌﾄの動作ﾁｪｯｸを行う。 正常に作動すること。

    ・文字の表示

    ・ﾌｧｲﾙの読込み、保存

    ・画面の切替え　等

4 ｿﾌﾄｳｪｱﾊﾞﾘﾃﾞｰｼｮﾝ ・「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの改ざんﾁｪｯｸ」を実行する。 異常なきこと。

コンポーネントチェック

No 確　認　項　目 確　認　内　容　・　条　件 基　　準

1 システムコントローラ
□CBM-20A ・ｼｽﾃﾑ構成画面で接続されている各装置がLINK表示になること。ま

たは、CBMのWeb画面が立ち上がり、connectランプが点灯し、CBM
と接続されている各ﾕﾆｯﾄのremoteﾗﾝﾌﾟが点灯することを確認する。

すべてLINK表示になること。または、Web画面の立
ち上がりおよびﾗﾝﾌﾟの点灯が正常であること。

2 ｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｶﾞｯｻ
□DGU-20A5R

・ｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｶﾞｯｻを接続している送液ﾎﾟﾝﾌﾟの電源を入れ、正しく作動す
ることを確認する：赤色LEDが点滅の後消灯し、消灯と同時に、緑色
LEDが点滅の後点灯する。

十秒間点滅した後、消灯すること、消灯と同時に
「control」の緑色LEDが点灯すること。

3 流路切替えバルブ
□FCV-20AH2

・ｼｽﾃﾑｺﾝﾄﾛｰﾗ、ﾎﾟﾝﾌﾟ、ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ、CTO-20A等の
ｺﾝﾄﾛｰﾗ側でﾊﾟﾗﾒｰﾀを入力し流路を切り替え、動作ﾁｪｯｸを行う。

ｽﾑｰｽﾞに設定どおりに切り替わること。

4 送液ﾎﾟﾝﾌﾟ ・水を送液し、VALIDATION機能の脈動ﾁｪｯｸのPULSE CHECKにて圧
力変動幅を確認する。

脈動幅：≦0.15 MPa

□LC-30AD （条件）

2台 流量：1 mL/min

（ポンプA、ポンプB） 圧力：4～10 MPa

COMP（圧縮率補正）：0.45

5 ｶﾗﾑｵ-ﾌﾞﾝ ・50℃設定で温調しREADYﾗﾝﾌﾟが点灯し、安定する事を確認する。 ・Readyになること。

□CTO-20A

・50℃温調時、ｶﾞｽｾﾝｻ・ﾘｰｸｾﾝｻの確認を行う。 ・Err Leak表示が出て温調がストップすること。

*ﾒﾀﾉｰﾙ100 μLをｵｰﾌﾞﾝ右下の配管穴より内部に注入する。

6 ｵｰﾄｻﾝﾌﾟﾗ ・ｻﾝﾌﾟﾙﾗｯｸ、ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝﾎﾟｰﾄにﾆｰﾄﾞﾙが降りる位置を確認する。駆動
部の動作をﾁｪｯｸする。

・位置ズレがないこと。

□SIL-20AC

・NDLE_FLUSHを実行後、2 mL/minにて送液を行う。 ・ﾄﾞﾚｲﾝより送液される事（ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝﾎﾟｰﾄより液が
流れないこと）。

・高圧バルブ内部リーク確認：ﾛｰﾄﾞとｲﾝｼﾞｪｸﾄの切換時にﾆｰﾄﾞﾙ先
端、ﾊﾞﾙﾌﾞ周辺、ﾄﾞﾚｲﾝ等から液漏れを確認する。

・液漏れがないこと。



7 ｻﾝﾌﾟﾙｸｰﾗ ・4℃設定で温調し、ﾓﾆﾀ温度を確認する。 ・ﾓﾆﾀ値：4±3℃

□SIL-20AC

8 UV検出器
□SPD-20A

・ﾌﾛｰｾﾙに水もしくはﾒﾀﾉｰﾙを封入し、WAVE CHECKにより
波長ﾁｪｯｸを行う。

・Check Goodが表示すること
・254 nm、656 nmにおける測定誤差：±1.0 nm

分析対象セル
□UHPLC

・波長220 nmにおけるREF ENの値を確認する。 220 nmR光量値≧400

システムチェック

No 確　認　項　目 確　認　内　容　・　条　件 基　　準

1 流路洗浄 ・保守作業終了後、IPAを送液し流路全体を十分に洗浄する。 1 mL/minで10 min以上

＊状況によりIPA以外の洗浄も可。
2 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ動作ﾁｪｯｸ ・各装置のｷｰﾎﾞｰﾄﾞを押し、正常に動作することを確認する。 正常に動作すること。

3
液漏れﾁｪｯｸ

・抵抗管をｶﾗﾑの代わりに接続し、流量を調整して圧力約18 MPaの
状態でIPAを送液する。

流路全体で液漏れがないこと。

4 UV検出器ﾍﾞｰｽﾗｲﾝﾁｪｯ
ｸ

・水又はﾒﾀﾉｰﾙを送液し装置の安定性を確認する。電源ONし安定
後、15分間記録する。

ﾄﾞﾘﾌﾄ；≦1.0×10
－3 

AU/h

（条件） ﾉｲｽﾞ；≦30.0×10
－5 

AU

（安定性チェック）
□UHPLC

・抵抗管：φ0.1×4 m

□SPD-20A ・流量：1 mL/min

・光源：D2ﾗﾝﾌﾟ

・波長：250 nm

・ﾚｽﾎﾟﾝｽ：10（2 sec）

・ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ：1 sec

・AUX RANGE：2（1 AU/V）
5

ｸﾞﾗｼﾞｴﾝﾄ性能ﾁｪｯｸ ｸﾞﾗｼﾞｴﾝﾄ性能をﾁｪｯｸする。

BCONC 0 %時のﾚﾍﾞﾙとBCONC 100 %時のﾚﾍﾞﾙを
基にBCONC 50 %の濃度誤差を求める。

□UHPLC （条件） 高圧G.E濃度誤差：±1.0 %

・抵抗管：0.1 mmID×4 m

○ｸﾞﾗｼﾞｴﾝﾄ ・流量：1 mL/min

□高圧G.E ・波長：272 nm、272±4 nm（PDA）

・ｽﾘｯﾄ幅：8 nm（PDA）

○ﾐｷｻ容量 ・Ref補正：OFF（PDA）

□20 μL ・ﾚｽﾎﾟﾝｽ：3（0.5 sec）、0.32 sec（PDA）

・ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾀｲﾑ：100 ｍs、0.64 sec（PDA）

・AUX RANGE：2（1 AU/V）

・A液：水

・B液：ｶﾌｪｲﾝ水溶液（10 mg/L）

・初期ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ：BCONC　0.0 %

・ｾﾙ温調：40℃

安定後に下記ﾀｲﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行する。

TIME  FUNC   VALUE

0.01  BCONC   50.0

5.00  BCONC   50.0

5.01  BCONC  100.0

10.00  BCONC  100.0

10.01  BCONC　　 0.0

15.00   STOP

注）ｵｰﾄｻﾝﾌﾟﾗを通さず、ﾐｷｻから抵抗管を挟み、直接検出器とつなぐ
こと。



6
注入再現性ﾁｪｯｸ

・同一ｻﾝﾌﾟﾙを同一ﾊﾞｲｱﾙまたは同一ｳｪﾙから繰り返し注入し、面積
の再現性を確認する。

（ＣＶ値）面積；

□UHPLC （条件） ｵｰﾄｻﾝﾌﾟﾗ/ﾏﾆｭｱﾙINJ：≦1.0 %

・注入回数：6回 SIL-30AC（ループ注入）：≦2.0 %

○サンプラー ・試料：ｶﾌｪｲﾝ20 mg/L水溶液

□SIL-30AC ・移動相（脱気要）：水：ﾒﾀﾉｰﾙ（7：3）

・流量：0.4 mL/min

・ｶﾗﾑ：Shim-pack　XR-ODSⅢ（150 mm×2.0 mmID）

・分析時間：3.0 min

・圧縮率：COMP（水）0.45、COMP（ﾒﾀﾉｰﾙ）1.25

・ｶﾗﾑ温度：40℃

・ｸｰﾗ温度：OFF

・波  長：272 nm

（全量注入）

・注入量：5 μL/sec

・ｻﾝﾌﾟﾙ吸引速度：5 μL/sec

（ループ注入）

・注入量：
2 μL/sec（5 μLﾙｰﾌﾟの時）
5 μL（20 μLﾙｰﾌﾟの時）

・ｻﾝﾌﾟﾙ吸引速度：5 μL/sec

・ｻﾝﾌﾟﾙ吐出速度：1 μL/sec

注1）Shim_pack_VP_ODSまたはLUNAC18（2）系で分離させてもよい。
ただし、この場合、移動相（脱気要）：水：ﾒﾀﾉｰﾙ（6：4）、流量：1
mL/min、分析時間：5 minとする。

注2）Shim_pack_XR_ODS　（50 mm×3.0 mmID）
を使用する場合は、下記条件。

移動相（脱気要）：水：ﾒﾀﾉｰﾙ（4：1）、注入量：10 μL

流量：1 mL/min

分析時間：3 min

注3）Shim_pack_XR_ODSⅡ（75 mm×3.0 mmID）を
使用する場合は、下記条件。

移動相（脱気要）：水：ﾒﾀﾉｰﾙ（7：3）、注入量：10 μL

流量：1 mL/min

分析時間：2.5 min

圧縮率：COMP（水）0.45、COMP（ﾒﾀﾉｰﾙ）1.25

整備交換

No 確　認　項　目 確　認　内　容　・　条　件 基　　準

1 整備交換部品の取替 ・別紙3（表1）の部品を交換する。 適正に取り付けられていること。


